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干
柿
の
ゆ
れ
い
る
影
を
な
が
め
つ
つ
夕
陽
の
縁
に
障

子
張
り
す
る

大
津
　
重
子

星
の
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
白
石
の
城
青
白
く
闇
に

浮
き
た
つ

高
子
う
こ
ん

新
世
紀
を
迎
え
わ
が
弾
く
大
正
琴
の
響
く
音
う
れ
し

部
屋
に
満
ち
満
つ

山
田
　
　
濱

有
難
う
御
苦
労
さ
ん
と
手
に
受
け
ぬ
吹
雪
の
中
来
し

郵
便
屋
さ
ん
に

佐
藤
　
ひ
で

何
時
し
か
に
小
鳥
つ
い
ば
み
南
天
の
残
る
朱
実
に
雪

の
か
か
れ
り

平
間
　
久
子

は
や
ば
や
と
年
始
会
よ
り
夫
帰
り
同
年
代
の
友
居
な

く
て
と
言
う

岩
松
　
貞
子

壮
厳
な
鐘
の
音
響
き
窓
見
れ
ば
除
夜
の
花
火
が
華
麗

に
咲
き
ぬ

村
山
美
代
子

年
の
始
め
に
家
族
の
幸
を
願
い
つ
つ
老
い
二
人
神
に

参
る
よ
ろ
こ
び

佐
藤
　
と
く

重
き
雪
今
日
は
ゆ
る
み
て
解
け
る
ら
し
夕
餉
し
お
れ

ば
雪
な
だ
れ
落
つ

川
村
　
靜
恵

新
世
紀
穏
や
か
に
明
け
人
の
波
一
般
参
賀
に
橋
渡
り

行
く

黒
沢
　
修
子

評

一
首
目
。
干
し
が
き
の
影
と
障
子
張
り
す
る
作

者
が
無
理
な
く
融
合
し
て
、
年
末
の
情
景
を
醸
し
て

い
る
。
二
首
目
。
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
夜
の
お
城

の
美
し
さ
を
、
単
純
化
し
て
す
っ
き
り
下
句
に
写
生

し
た
。
三
首
目
。
ま
さ
に
新
世
紀
の
意
義
あ
る
初
弾

き
で
、
い
つ
も
と
異
な
り
改
ま
っ
た
雰
囲
気
の
部
屋

の
中
。

百
年
の
一
歩
天
守
の
初
日
の
出

岩
沢
　
伍
峯

新
世
紀
小
さ
な
一
歩
初
暦

日
下
　
　
文

出
産
の
牛
に
藁わ
ら

足
す
寒
の
入
り

高
橋
　
正
男

ど
か
雪
を
掻か

い
て
寝
込
ん
で
し
ま
い
け
り

山
家
　
弘
子

新
茶
汲
む
心
静
か
に
俳
誌
読
む

三
浦
　
愛
嶺

母
よ
り
の
京
紅
う
す
く
初
鏡

佐
藤
　
周
子

一
枚
の
賀
状
に
君
の
安
否
知
る

制
野
　
リ
エ

初
孫
が
い
て
賑
や
か
な
大
晦
日

大
庭
　
良
子

南
天
の
雪
を
ゆ
さ
ぶ
る
番
つ
が
い
鳥

川
村
　
靜
恵

ド
カ
雪
に
人
も
車
も
ま
ま
な
ら
ず

高
子
た
ち
ば
な

向
日
葵

ひ
ま
わ
り

の
時
に
さ
び
し
き
日
暮
か
な

高
橋
　
千
秋

評

新
春
お
め
で
た
く
存
じ
ま
す
。
二
十
一
世
紀
を

迎
え
、
心
新
た
に
俳
句
の
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ど
う
か
素
晴
ら
し
い
句
を
ご
投
句
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
会
が
開
か
れ
る
た
び
負
担
増
え

高
橋
　
要
一

修
業
を
し
て
も
煩
悩
年
を
越
し

大
庭
　
良
子

新
世
紀
は
ず
し
捨
て
よ
う
サ
ン
グ
ラ
ス

日
下
　
　
猛

百
薬
の
長
効
い
て
ポ
ロ
リ
出
る
本
音

米
沢
　
礼
子

言
い
訳
を
先
回
り
さ
れ
黙
り
込
み

四
竃
　
英
夫

春
だ
か
ら
た
ま
に
は
爪
を
染
め
て
み
る

平
間
　
大
恵

折
り
込
み
が
日
に
日
に
か
さ
む
十
二
月

佐
藤
　
武
雄

初
鏡
見
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
顔
の
し
わ

川
村
　
靜
恵

こ
の
先
は
妻
に
託
し
た
余
命
表

草
野
　
　
清

初
売
り
に
ラ
ン
ド
セ
ル
買
い
神
棚
へ

大
沼
　
妙
子

評

一
句
目
。
公
共
工
事
を
見
直
し
な
が
ら
バ
ラ
ま

き
は
従
来
通
り
。
介
護
保
険
、
医
療
費
負
担
増
な
ど

国
民
の
負
担
は
増
え
る
ば
か
り
、
や
が
て
消
費
税
も
。

二
句
目
。
人
間
修
業
を
積
ん
だ
つ
も
り
で
も
次
か
ら

次
へ
と
欲
が
芽
を
出
し
、
煩
悩
は
尽
き
な
い
。
三
句

目
。
新
世
紀
を
迎
え
た
の
だ
か
ら
今
ま
で
と
は
心
機

一
転
、
物
事
を
見
る
視
野
や
考
え
方
を
変
え
よ
う
と

の
作
者
の
心
意
気
に
共
感
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
い
や

に
多
い
最
近
で
す
が
、
清
く
、
正
し
く
、
明
る
い
視

点
か
ら
の
作
句
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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太
守
御
入
部
記

表
紙
と
も
六
十
五
丁
、
５
・
５
×
14

㎝
の
小
冊
で
あ
る
。

伊
達
十
三
代
藩
主
慶
邦

よ
し
く
に

公
が
、
天
保

十
二
（
一
八
四
一
）
年
襲
封

し
ゅ
う
ふ
う

し
、
翌
十

三
年
五
月
、
仙
台
に
初は

つ

入
部
（
初
め
て

国
元
仙
台
に
入
る
）
の
と
き
の
記
録
で

あ
る
。
こ
の
と
き
は
白
石
城
に
宿
泊
し
、

仙
台
に
向
か
っ
た
の
だ
が
、
片
倉
家
は

総
力
を
挙
げ
て
、
そ
の
接
待
や
警
護
に

当
た
っ
て
い
る
。

記
録
の
前
半
は
、
宿
泊
所
と
な
っ
た

白
石
城
、
城
下
、
街
道
筋
、
近
隣
諸

村
々
ま
で
の
警
護
・
接
待
の
役
割
の
人

た
ち
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
家

臣
・
不
断
組

ふ
だ
ん
ぐ
み

・
医
師
・
町
役
・
村
役
人

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
総
出
役
と
い
っ
て
も

よ
い
。
そ
の
役
割
も
微
に
入
り
、
細
に

わ
た
る
と
い
う
か
、
数
も
多
い
。

例
え
ば
、
家
老
・
着
座

き
ゃ
く
ざ

級
の
四
人
が
、

御
城
御
掃
除
方
引
立
役
に
付
き
、
三
十

日
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
御
成
御
座

お

な

り

ご

ざ

之
間

の

ま

・
御
寝
所

ご
し
ん
じ
ょ

・
御
小
書
院

お
こ
し
ょ
い
ん

・
御
小
広

お

こ

ひ

ろ

間ま

・
御
弓
場
御
座
敷

お

ゆ

み

ば

お

ざ

し

き

・
奥
方
御
座
敷
な

ど
の
掃
除
役
に
、
二
人
か
ら
四
人
の
家

臣
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
て
い
る
。

警
護
も
厳
重
で
、
御
通
筋
見
廻

お
み
ち
す
じ
み
ま
わ
り

・
御ご

家
中
屋
敷
見
届
役

か
ち
ゅ
う
や
し
き
み
と
ど
け
や
く

・
街
道
上
廻

か
い
ど
う
か
み
ま
わ
り

を
は
じ

め
、
各
村
々
に
も
主
立
っ
た
家
臣
が
警

備
に
当
た
り
、
白
石
川
川
越
に
は
、
家

中
九
人
と
不
断
組
六
十
人
、
町
之
者
五

十
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
児
捨
川
・

松
川
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
接
待
役
な

ど
も
細
部
に
わ
た
っ
て
い
る
。

後
半
は
、
入
部
の
行
列
順
が
書
か
れ

て
い
る
。
御
足
軽
組
頭

お
ん
あ
し
が
る
く
み
が
し
ら

を
先
頭
に
鉄
砲

組
が
五
十
梃
・
弓
組
・
長
柄
槍
組

な
が
え
や
り
ぐ
み

な
ど

や
御
供
衆

お
と
も
し
ゅ
う

が
延
々
と
続
く
。
総
人
数
千

四
百
七
十
七
人
と
あ
る
。

（
白
石
図
書
館
蔵
）

白
石
の
古
文
書
K
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次世代のために

私たちの会は、今問題となってい
る地球環境（温暖化、環境ホルモン）
などの学習や、身の回りの環境を調
べ発表したり、講演会を開くなどさ
まざまな活動をしてます。
会員は40名程度で、ほかの団体と
比べると、女子高生をはじめとする
若い女性が多いのが特徴です。
環境問題を考えるとき、どうして

も男の人より女の人、自然に恵まれ
ている地域の人より都会の人の方が
興味を示すという傾向があります。
しかし、現在問題となっているも

のは、今生きている人が皆で知恵を
出し合い、協力して解決していかな
ければならないものです。
私たちは月に１回（第３土曜日の

午後）、中央公民館で運営会を持ち、
また、昨年度から公民館まつりにも
参加しています。よりよい環境を後
世の人たちに残すべく、多くの方々
の参加を願っています。
（連絡先　高野滋夫　@24-5238）

皆さん、こんにちは！もう３月に入りました。
あっという間ですね。暦の上では、もう春の季節
です。私は春について考えるとき、桜とか暖かい
日を思い浮かべますが、それはまだまだですね。
日本では、アイルランドにない習慣と祭りがた

くさんあります。その一つが「節分」です。先月、
私は白川保育園で、「豆まき会」に参加しました。
豆まきは初体験でとても楽しかったです！子供た
ちは自分で作った鬼の面をかぶって、鬼の役を演
じ、年女の私はきものを着て、福の神になりまし
た！それで、豆をまきながら、「鬼は外、福は内」
を大声で叫びました。その後、子供たちが節分の
歌を歌ってから、皆でおいしい豆を食べ、また、
お昼の時間にはおいしい「鬼ハンバーグ」も食べ
ました！自分の年の数だけの豆を食べると、これ
から一年病気にならないと言うので、節分にちゃ
んと食べました！
日本に来る前に、節分については豆をまくこと

しか分かりませんでした。しかし、これ以外にも、

いろいろな行事があるということをこの間、本で
読みました。特に面白いと思ったのは、その年の
恵方（えほう）を向いて、太い巻き寿司を丸ごと
無言で食べることです！そうすると、一年間よい
ことがあると本には書いてありました。皆さんは
どうですか？食べましたか？

9

た
い
し
ゅ
ご
に
ゅ
う
ぶ
き

お
し
ろ
お
そ
う
じ
が
た
ひ
き
た
て
や
く

白川保育園の皆さん、ありがとうございました。
とてもよい思い出になりました。［ ］


